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議案第 1 号参考資料 

件 名 
埼玉県後期高齢者医療広域連合個人情報保護法施行条例の制

定について

根拠法令等 個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号） 

【 趣 旨 】 

 個人情報の保護に関する法律（以下、法）が一部改正となり、令和５年度か

らは個人情報の取り扱い等について、当広域連合を含むすべての地方公共団体

が法の適用を受けることとなった。 

そのため、現在の埼玉県後期高齢者医療広域連合個人情報保護条例（以下、

個人情報保護条例）を廃止し、法の施行に必要な事項を定める条例として、埼

玉県後期高齢者医療広域連合個人情報保護法施行条例（以下、法施行条例）を

新たに制定するもの。 

【 内 容 】 

主な制定内容は次のとおりである。 

第３条（登録簿） 

  現行の個人情報保護条例で定めた「個人情報ファイル簿」を「登録簿」

とし、法改正後においても引き続き運用するため規定するもの。 

第５条（開示請求に係る手数料） 

開示請求に係る手数料については無料とし、写しの作成及び送付に要

する費用については規則で定める旨を規定するもの。なお、規則では

写しの作成及び送付に要する費用は、現行制度と同様に開示請求者に

実費の負担を求める旨を規定する予定。 

第９条（審査会への諮問） 

法施行条例の規定を改正し、又は廃止しようとする場合等において、

埼玉県後期高齢者医療広域連合情報公開・個人情報保護審査会へ諮問

する旨を規定するもの。 

  附則第２条（旧条例の廃止） 

法が地方公共団体に適用されることから、個人情報保護条例を廃止す

るもの。 

施 行 日 令和５年４月１日 

【その他参考事項】 
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議案第２号参考資料 

件 名 
埼玉県後期高齢者医療広域連合議会の個人情報の保護に関す

る条例の制定について

根拠法令等 個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号） 

【 趣 旨 】 

 個人情報の保護に関する法律（以下、法）が一部改正となり、令和５年度か

らは個人情報の取扱い等について、当広域連合を含むすべての地方公共団体が

法の適用を受けることとなった。 

しかし、議会は法の対象となる地方公共団体の機関の定義から除外されるた

め、埼玉県後期高齢者医療広域連合議会における個人情報の適正な取扱い等に

関し必要な事項を定めるべく、埼玉県後期高齢者医療広域連合議会の個人情報

の保護に関する条例を新たに制定するもの。 

【 内 容 】 

主な制定内容は次のとおりである。 

第１条（目的） 

議会における個人情報の適正な取扱いに関し必要な事項を定めると

ともに、議会における個人情報保護制度に関する事務の適正かつ円滑

な運営を図りつつ、個人の権利利益を保護することを目的とする旨を

規定するもの。 

第３１条（開示請求の手数料） 

埼玉県後期高齢者医療広域連合個人情報保護法施行条例と同様に、開

示請求に係る手数料については無料とし、写しの作成及び送付に要す

る費用については、議長が定める旨を規定するもの。なお、議長が定

める規程では、写しの作成及び送付に要する費用は、現行制度と同様

に開示請求者に実費の負担を求める旨を規定する予定。 

第４６条（審査会への諮問） 

  開示決定等、訂正決定等、利用停止決定等又は開示請求、訂正請求若

しくは利用停止請求に係る不作為について審査請求があったときは、

埼玉県後期高齢者医療広域連合情報公開・個人情報保護審査会（以下、

審査会）へ諮問する旨を規定するもの。 

第５１条（個人情報の適正な取扱いの確保） 

個人情報の適正な取扱いを確保するため専門的な知見に基づく意見

を聴くことが特に必要であると認めるときは、審査会に諮問すること

ができる旨を規定するもの。 

施 行 日 令和５年４月１日 

【その他参考事項】 
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議案第３号参考資料 

件 名 
埼玉県後期高齢者医療広域連合情報公開・個人情報保護審査会

条例の制定について

根拠法令等 

個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号） 

埼玉県後期高齢者医療広域連合個人情報保護法施行条例（令和

５年広域連合条例第 号） 

【 趣 旨 】 

 個人情報の保護に関する法律（以下、法）が改正され、現行の埼玉県後期高

齢者医療広域連合個人情報保護条例が廃止されることに伴い、廃止される埼玉

県後期高齢者医療広域連合個人情報保護審査会（以下、旧個人情報保護審査

会）に代わる審査会の設置が必要となった。 

このことから、現在設置している埼玉県後期高齢者医療広域連合情報公開審

査会及び個人情報保護審査会の目的と機能を整理し、新たに埼玉県後期高齢者

医療広域連合情報公開・個人情報保護審査会として統合すべく、埼玉県後期高

齢者医療広域連合情報公開・個人情報保護審査会条例を制定するもの。

【 内 容 】 

主な制定内容は次のとおりである。 

第１条（趣旨） 

  審査会の設置、組織、調査審議の手続等について定めることを規定す

るもの。 

第４条（所掌事項） 

調査審議する事項を規定するもの。 

(1) 埼玉県後期高齢者医療広域連合情報公開条例に基づく開示決

定等又は開示請求に係る不作為についての審査請求に関する事項

(2) 法に基づく開示決定等又は開示請求、訂正請求若しくは利用停

止請求に係る不作為についての審査請求に関する事項

(3) 埼玉県後期高齢者医療広域連合個人情報保護法施行条例で規

定する個人情報の適正な取扱いの確保に関する事項

(4) 議会の個人情報の保護に関する条例に基づく開示決定等又は

開示請求、訂正請求若しくは利用停止請求に係る不作為に係る審

査請求に関する事項

(5) 議会の個人情報の保護に関する条例で規定する個人情報の適

正な取扱いの確保に関する事項

附則第２条（経過措置） 

施行日前に諮問された旧個人情報保護審査会及び旧情報公開審査会

による調査審議は従前の例によることとする等を規定するもの。 

施 行 日 令和５年４月１日 

【その他参考事項】 

3





議案第４号参考資料 

件 名 
埼玉県後期高齢者医療広域連合情報公開条例の一部を改正す

る条例の制定について

根拠法令等 

個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号） 

埼玉県後期高齢者医療広域連合個人情報保護法施行条例（令和

５年広域連合条例第 号） 

埼玉県後期高齢者医療広域連合情報公開・個人情報保護審査会

条例（令和５年広域連合条例第 号） 

【 趣 旨 】 

 個人情報の保護に関する法律（以下、法）の改正に伴い、保有個人情報の開

示請求を含む取扱い等について地方公共団体に法が適用されることから、所要

の規定を整備するほか、埼玉県後期高齢者医療広域連合情報公開審査会が埼玉

県後期高齢者医療広域連合情報公開・個人情報保護審査会に統合されることに

伴い、埼玉県後期高齢者医療広域連合情報公開条例の一部を改正するもの。 

【 内 容 】 

主な改正内容は次のとおりである。 

第７条（公文書の開示義務）の改正 

公文書の開示請求に係る不開示情報について、法で定める保有個人情 

報の開示請求に係る不開示情報の定義と整合性を図るため改正する

もの。 

第１２条（開示決定等の期限）の改正 

情報公開の開示決定等の日数について、法で定める保有個人情報の開 

示決定等の日数に合わせるため改正するもの。 

第４章（情報公開審査会）の削除 

埼玉県後期高齢者医療広域連合情報公開・個人情報保護審査会の設置

に伴い、埼玉県後期高齢者医療広域連合情報公開審査会についての規

定を削除するもの。 

施 行 日 令和５年４月１日 

【その他参考事項】 
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直
な
意
見
の
交
換
若
し
く
は
意
思
決
定
の
中
立
性
が
不
当
に
損

な
わ
れ
る
お
そ
れ
、
不
当
に
住
民
の
間
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ

又
は
特
定
の
者
に
不
当
に
利
益
を
与
え
、
若
し
く
は
不
利
益
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
る
も
の
 

(
６

)
 

実
施

機
関

又
は

国
、

独
立

行
政

法
人

等
、

他
の

地
方

公
共

団
体

若
し
く
は
地
方
独
立
行
政
法
人
が
行
う
事
務
又
は
事
業
に
関
す
る
情
報

で
あ
っ
て
、
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
お
そ
れ
そ
の
他
当

該
事
務
又
は
事
業
の
性
質
上
、
当
該
事
務
又
は
事
業
の
適
正
な
遂
行
に

(
６

)
 

広
域

連
合

の
機

関
又

は
国

、
独

立
行

政
法

人
等

、
他

の
地

方
公

共
団
体
若
し
く
は
地
方
独
立
行
政
法
人
が
行
う
事
務
又
は
事
業
に
関
す

る
情
報
で
あ
っ
て
、
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
お
そ
れ
そ

の
他
当
該
事
務
又
は
事
業
の
性
質
上
、
当
該
事
務
又
は
事
業
の
適
正
な

7
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支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
 

遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
 

ア
 
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
の
安
全
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
、
他
国

若
し
く
は
国
際
機
関
と
の
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
又
は
他

国
若
し
く
は
国
際
機
関
と
の
交
渉
上
不
利
益
を
被
る
お
そ
れ
 

 

イ
 
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
の
予
防
、
鎮
圧
又
は
捜
査
そ
の
他

の
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
 

 

ウ
～
キ
 
（
略
）
 

ア
～
オ
 
（
略
）
 

 （
開
示
決

定
等
の
期
限
）
 

 （
開
示
決
定
等
の
期
限
）
 

第
１

２
条

 
前

条
第

１
項

又
は

第
２

項
の

決
定

（
以

下
「

開
示

決
定

等
」

と
い

う
。

）
は

、
開

示
請

求
が

あ
っ

た
日

か
ら

３
０

日
以

内
に

し
な

け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
第

６
条

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
補

正
を

求

め
た

場
合

に
あ

っ
て

は
、

当
該

補
正

に
要

し
た

日
数

は
、

当
該

期
間

に

算
入
し
な

い
。
 

第
１

２
条

 
前

条
第

１
項

又
は

第
２

項
の

決
定

（
以

下
「

開
示

決
定

等
」

と
い

う
。

）
は

、
開

示
請

求
が

あ
っ

た
日

か
ら

１
５

日
以

内
に

し
な

け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
第

６
条

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
補

正
を

求

め
た

場
合

に
あ

っ
て

は
、

当
該

補
正

に
要

し
た

日
数

は
、

当
該

期
間

に

算
入
し
な
い
。
 

２
 

実
施

機
関

は
、

や
む

を
得

な
い

理
由

に
よ

り
、

前
項

に
規

定
す

る
期

２
 

実
施

機
関

は
、

や
む

を
得

な
い

理
由

に
よ

り
、

前
項

に
規

定
す

る
期

8
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間
内

に
開

示
決

定
等

を
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

と
き

は
、

開
示

請
求

が

あ
っ

た
日

か
ら

６
０

日
を

限
度

と
し

て
そ

の
期

間
を

延
長

す
る

こ
と

が

で
き

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
実

施
機

関
は

、
開

示
請

求
者

に
対

し
、

速
や

か
に

延
長

後
の

期
間

及
び

延
長

の
理

由
を

書
面

に
よ

り
通

知

し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
 

間
内

に
開

示
決

定
等

を
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

と
き

は
、

開
示

請
求

が

あ
っ

た
日

か
ら

４
５

日
を

限
度

と
し

て
そ

の
期

間
を

延
長

す
る

こ
と

が

で
き

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
実

施
機

関
は

、
開

示
請

求
者

に
対

し
、

速
や

か
に

延
長

後
の

期
間

及
び

延
長

の
理

由
を

書
面

に
よ

り
通

知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

３
 

開
示

請
求

に
係

る
公

文
書

が
著

し
く

大
量

で
あ

る
た

め
、

開
示

請
求

が
あ

っ
た

日
か

ら
６

０
日

以
内

に
そ

の
す

べ
て

に
つ

い
て

開
示

決
定

等

を
す

る
こ

と
に

よ
り

事
務

の
遂

行
に

著
し

い
支

障
が

生
ず

る
お

そ
れ

が

あ
る

場
合

に
は

、
前

２
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

実
施

機
関

は
、

開

示
請

求
に

係
る

公
文

書
の

う
ち

の
相

当
の

部
分

に
つ

き
当

該
期

間
内

に

開
示

決
定

等
を

し
、

残
り

の
公

文
書

に
つ

い
て

は
相

当
の

期
間

内
に

開

示
決

定
等

を
す

れ
ば

足
り

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
実

施
機

関
は

、

第
１

項
に

規
定

す
る

期
間

内
に

、
開

示
請

求
者

に
対

し
、

次
に

掲
げ

る

事
項
を
書

面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

３
 

開
示

請
求

に
係

る
公

文
書

が
著

し
く

大
量

で
あ

る
た

め
、

開
示

請
求

が
あ

っ
た

日
か

ら
４

５
日

以
内

に
そ

の
す

べ
て

に
つ

い
て

開
示

決
定

等

を
す

る
こ

と
に

よ
り

事
務

の
遂

行
に

著
し

い
支

障
が

生
ず

る
お

そ
れ

が

あ
る

場
合

に
は

、
前

２
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

実
施

機
関

は
、

開

示
請

求
に

係
る

公
文

書
の

う
ち

の
相

当
の

部
分

に
つ

き
当

該
期

間
内

に

開
示

決
定

等
を

し
、

残
り

の
公

文
書

に
つ

い
て

は
相

当
の

期
間

内
に

開

示
決

定
等

を
す

れ
ば

足
り

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
実

施
機

関
は

、

第
１

項
に

規
定

す
る

期
間

内
に

、
開

示
請

求
者

に
対

し
、

次
に

掲
げ

る

事
項
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(
１
)
・
(
２
) 

（
略
）
 

(
１
)
・
(
２
) 

（
略
）
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（
削
除
）
 

 

第
４
章
 
情
報
公
開
審
査
会
 

 

 
（
審
査
会
の
設
置
）
 

（
削
除
）
 

 

第
２

２
条

 
第

１
９

条
に

規
定

す
る

諮
問

に
応

じ
て

審
査

す
る

た
め

、
埼

玉
県

後
期

高
齢

者
医

療
広

域
連

合
情

報
公

開
審

査
会

（
以

下
「

審
査

会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。
 

 
２

 
審

査
会

は
、

前
項

の
規

定
に

よ
る

審
議

を
通

じ
て

必
要

が
あ

る
と

認

め
る

と
き

は
、

情
報

公
開

に
関

す
る

事
項

に
つ

い
て

、
実

施
機

関
に

意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
３

 
審

査
会

は
、

優
れ

た
識

見
を

有
す

る
者

の
う

ち
か

ら
広

域
連

合
長

が

委
嘱
す
る
委
員
５
人
以
内
を
も
っ
て
組
織
す
る
。
 

 
４

 
委

員
の

任
期

は
２

年
と

し
、

補
欠

委
員

の
任

期
は

前
任

者
の

残
任

期

間
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。
 

  

５
 

委
員

は
、

職
務

上
知

り
得

た
秘

密
を

漏
ら

し
て

は
な

ら
な

い
。

そ
の

職
を
退
い
た
後
も
、
同
様
と
す
る
。
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（
審
査
会
の
会
長
及
び
副
会
長
）
 

（
削
除
）
 

第
２
３
条
 
審
査
会
に
会
長
及
び
副
会
長
を
置
く
。
 

 
２
 
会
長
及
び
副
会
長
は
、
委
員
が
互
選
す
る
。
 

 
３
 
会
長
は
、
審
査
会
を
代
表
し
、
会
務
を
総
理
す
る
。
 

 
４

 
副

会
長

は
、

会
長

を
補

佐
し

、
会

長
に

事
故

が
あ

る
と

き
は

、
そ

の

職
務
を
代
理
す
る
。
 

 

 
（
審
査
会
の
会
議
）
 

（
削
除
）
 

第
２
４
条
 
審
査
会
の
会
議
は
、
会
長
が
招
集
す
る
。

 

 
２

 
審

査
会

は
、

委
員

の
過

半
数

が
出

席
し

な
け

れ
ば

、
会

議
を

開
く

こ

と
が
で
き
な
い
。
 

 
３

 
会

議
の

議
事

は
、

出
席

し
た

委
員

の
過

半
数

で
決

し
、

可
否

同
数

の

と
き
は
、
会
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

 

 
（
審
査
会
の
調
査
権
限
）
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（
削
除
）
 

第
２

５
条

 
審

査
会

は
、

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
諮

問
実

施
機

関
に

対
し

、
審

査
請

求
の

あ
っ

た
開

示
決

定
等

に
係

る
公

文
書

の
提

示

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
は

、
何

人
も

、
審

査

会
に

対
し

、
そ

の
提

示
さ

れ
た

公
文

書
の

開
示

を
求

め
る

こ
と

が
で

き

な
い
。
 

２
 

諮
問

実
施

機
関

は
、

審
査

会
か

ら
前

項
前

段
の

規
定

に
よ

る
求

め
が

あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。
 

３
 

審
査

会
は

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
諮

問
実

施
機

関
に

対

し
、

審
査

請
求

の
あ

っ
た

開
示

決
定

等
に

係
る

公
文

書
に

記
録

さ
れ

て

い
る

情
報

の
内

容
を

審
査

会
の

指
定

す
る

方
法

に
よ

り
分

類
又

は
整

理

し
た

資
料

を
作

成
し

、
審

査
会

に
提

出
す

る
よ

う
求

め
る

こ
と

が
で

き

る
。
 

４
 

第
１

項
及

び
前

項
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
審

査
会

は
、

審
査

請
求

に
係

る
事

件
に

関
し

、
審

査
請

求
人

、
参

加
人

又
は

諮
問

実
施

機
関

（
以

下
「

審
査

請
求

人
等

」
と

い
う

。
）

か
ら

意
見

若
し

く
は

説
明

を
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聴
き
、
又
は
そ
の
他
必
要
な
調
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
意
見
の
陳
述
）
 

（
削
除
）
 

第
２

６
条

 
審

査
会

は
、

審
査

請
求

人
等

か
ら

申
立

て
が

あ
っ

た
と

き

は
、

当
該

審
査

請
求

人
等

に
口

頭
で

意
見

を
述

べ
る

機
会

を
与

え
な

け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
審

査
会

が
、

そ
の

必
要

が
な

い
と

認
め

る

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
 

２
 

前
項

の
場

合
に

お
い

て
は

、
審

査
請

求
人

又
は

参
加

人
は

、
審

査
会

の
許
可
を
得
て
、
補
佐
人
と
と
も
に
出
頭
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
意
見
書
等
の
提
出
）
 

（
削
除
）
 

第
２

７
条

 
審

査
請

求
人

等
は

、
審

査
会

に
対

し
、

意
見

書
又

は
資

料
を

提
出

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
た

だ
し

、
審

査
会

が
意

見
書

又
は

資
料

を

提
出

す
べ

き
相

当
の

期
間

を
定

め
た

と
き

は
、

そ
の

期
間

内
に

こ
れ

を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
提
出
資
料
の
閲
覧
）
 

（
削
除
）
 

第
２

８
条

 
審

査
請

求
人

等
は

、
審

査
会

に
対

し
、

審
査

会
に

提
出

さ
れ

た
意

見
書

又
は

資
料

の
閲

覧
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

こ
の

場
合

に

お
い

て
、

審
査

会
は

、
第

三
者

の
利

益
を

害
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
と

認

め
る

と
き

、
そ

の
他

正
当

な
理

由
が

あ
る

と
き

で
な

け
れ

ば
、

そ
の

閲

覧
を
拒
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

 
２

 
審

査
会

は
、

前
項

の
規

定
に

よ
る

閲
覧

に
つ

い
て

、
日

時
及

び
場

所

を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

 
（
調
査
審
議
手
続
の
非
公
開
）
 

（
削
除
）
 

第
２
９
条
 
審
査
会
の
行
う
調
査
審
議
の
手
続
は
、
公
開
し
な
い
。
 

 

 
（
審
査
請
求
の
制
限
）
 

（
削
除
）
 

第
３

０
条

 
こ

の
条

例
の

規
定

に
よ

り
審

査
会

又
は

委
員

が
し

た
審

査
請

求
に

係
る

事
件

に
関

す
る

処
分

に
つ

い
て

は
、

審
査

請
求

を
す

る
こ

と
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が
で
き
な
い
。
 

 

 
（
答
申
書
の
送
付
等
）
 

（
削
除
）
 

第
３

１
条

 
審

査
会

は
、

審
査

請
求

に
係

る
事

件
に

関
し

て
諮

問
に

対
す

る
答

申
を

し
た

と
き

は
、

答
申

書
の

写
し

を
審

査
請

求
人

及
び

参
加

人

に
送
付
す
る
と
と
も
に
、
答
申
の
内
容
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 第
４
章
 
雑
則
 

 第
５
章
 
雑
則
 

（
文
書
管

理
）
 

（
文
書
管
理
）
 

第
２
２
条
 
（
略
）
 

 

第
３
２
条
 
（
略
）
 

（
実
施
状
況
の
公
表
）
 

（
実
施
状
況
の
公
表
）
 

第
２
３
条
 
（
略
）
 

 

第
３
３
条
 
（
略
）
 

 

（
情
報
提

供
に
関
す
る
施
策
の
充
実
）
 

（
情
報
提
供
に
関
す
る
施
策
の
充
実
）
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新
 

旧
 

第
２
４
条
 
（
略
）
 

 

第
３
４
条
 
（
略
）
 

（
委
任
）
 

（
委
任
）
 

第
２
５
条
 
（
略
）
 

第
３
５
条
 
（
略
）
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議案第５号参考資料

件 名 
埼玉県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する

条例の一部を改正する条例の制定について 

根拠法令等 高齢者の医療の確保に関する法律（昭和５７年法律第８０号） 

【 趣 旨 】 

令和５年度以降の保険料に関し、所得の少ない被保険者に対する被保

険者均等割額に係る軽減判定の所得基準を引き上げるため、条例の一部

を改正するもの。

【 内 容 】 

(１) 保険料の被保険者均等割額に係る軽減判定基準の変更

令和５年度以降の保険料の軽減対象となる所得基準額を算出するた

めの被保険者の数に乗じる金額を、５割軽減については２８万５千円

から２９万円に、２割軽減については５２万円から５３万５千円に引

き上げる。  

(２) 経過措置

改正後の条例の規定は、令和５年度以後の年度分の保険料について

適用し、令和４年度分までの保険料については、なお従前の例による。 

施 行 日 令和５年４月１日 

【その他参考事項】 
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埼
玉
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

新
 

旧
 

（
所
得
の
少
な
い
者
に
係
る
保
険
料
の
減
額
）
 

第
１
４
条
 
所
得

の
少

な
い
被

保
険

者
に

対
し
て
課
す
る
被
保
険
者
均
等
割
額
は
、

当
該
被
保
険

者
に

係
る

被
保
険

者
均

等
割

額
か
ら
次
の
各
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者

の
区
分
に
応

じ
、

当
該

被
保
険

者
に

係
る

被
保
険
者
均
等
割
額
か
ら
当
該
各
号
に

定
め
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。
 

(１
)

（
略
）

(
２
)

当
該
年
度
の

賦
課
期

日
に

お
い

て
、
前
号
の
規
定
に
よ
る
減
額
が
さ
れ
な

い
被
保

険
者

、
そ

の
属

す
る
世

帯
の

世
帯
主
及

び
そ
の
属
す
る
世
帯
の
他
の
世

帯
員
で

あ
る

被
保

険
者

に
つ
き

算
定

し
た
地
方
税
法
第
３
１
４
条
の
２
第
１
項

に
規
定

す
る

総
所

得
金

額
及
び

山
林

所
得
金
額

並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て

計
算
さ

れ
る

所
得

の
金

額
の
合

計
額

の
当
該
世

帯
に
お
け
る
合
算
額
が
同
条
第

２
項
第

１
号

に
定

め
る

金
額
（

被
保

険
者
等
の

う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
２

以
上
の

場
合

に
あ

っ
て

は
、
同

号
に

定
め
る
金
額
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数

か
ら
１

を
減

じ
た

数
に
１
０
万

円
を

乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
え
た

金
額
）
に
当

該
世
帯

に
属

す
る

被
保
険
者
の

数
に
２
９
万
円
を
乗
じ
て
得
た
金

額
を
加
算
し

た
金
額

を
超

え
な

い
世

帯
に
属

す
る

被
保
険
者
 
当
該
年
度
分
の
保
険
料
に
係

（
所
得
の
少
な
い
者
に
係
る
保
険
料
の
減
額
）
 

第
１
４
条
 
所
得
の
少
な
い
被
保
険
者
に
対
し
て
課
す
る
被
保
険
者
均
等
割
額
は
、

当
該
被
保
険
者
に
係
る

被
保
険
者
均
等
割
額
か
ら
次
の
各
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者

の
区
分
に
応
じ
、
当
該

被
保
険
者
に
係
る
被
保
険
者
均
等
割
額
か
ら
当
該
各
号
に

定
め
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。
 

(１
)

（
略
）

(
２
)

当
該
年
度
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
、
前
号
の
規
定
に
よ
る
減
額
が
さ
れ
な

い
被
保
険
者
、
そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
そ
の
属
す
る
世
帯
の
他
の
世

帯
員
で
あ
る
被
保
険
者
に
つ
き
算
定
し
た
地
方
税
法
第
３
１
４
条
の
２
第
１
項

に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額

並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て

計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
の
合
計
額
の
当
該
世

帯
に
お
け
る
合
算
額
が
同
条
第

２
項
第
１
号
に
定
め
る
金
額
（
被
保
険
者
等
の

う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
２

以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
号
に
定
め
る
金

額
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数

か
ら
１
を
減
じ
た
数
に
１
０
万
円
を
乗
じ

て
得
た
金
額
を
加
え
た
金
額
）
に
当

該
世
帯
に
属
す
る
被
保

険
者
の
数
に
２
８
万
５
，
０
０
０
円
を
乗
じ
て
得
た
金

額
を
加
算
し
た
金
額
を

超
え
な
い
世
帯
に
属
す

る
被
保
険
者
 
当
該
年
度
分
の
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新
 

旧
 

る
被
保
険
者
均
等
割
額
に
１
０
分
の
５
を
乗
じ
て
得
た
額
 

(
３
)

当
該
年
度
の
賦

課
期
日

に
お

い
て

、
前
２
号
の
規
定

に
よ
る
減
額
が
さ
れ
な

い
被
保

険
者

、
そ

の
属

す
る
世

帯
の

世
帯
主
及
び
そ
の
属
す
る
世
帯
の
他
の
世

帯
員
で

あ
る

被
保

険
者

に
つ
き

算
定

し
た
地
方
税
法
第
３
１
４
条
の
２
第
１
項

に
規
定

す
る

総
所

得
金

額
及
び

山
林

所
得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て

計
算
さ

れ
る

所
得

の
金

額
の
合

計
額

の
当
該
世
帯
に
お
け
る
合
算
額
が
同
条
第

２
項
第

１
号

に
定

め
る

金
額
（

被
保

険
者
等
の
う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
２

以
上
の

場
合

に
あ

っ
て

は
、
同

号
に

定
め
る
金

額
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数

か
ら
１

を
減

じ
た

数
に
１
０
万

円
を

乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
え
た

金
額
）
に
当

該
世
帯

に
属

す
る

被
保

険
者
の

数
に
５
３
万
５
，
０
０
０
円
を
乗
じ
て
得
た
金

額
を
加

算
し

た
金

額
を

超
え
な

い
世

帯
に
属
す
る
被
保
険
者
 
当
該
年
度
分
の

保
険
料
に
係
る
被
保
険
者
均
等
割
額
に
１
０
分
の
２
を
乗
じ
て
得
た
額
 

２
・
３
 
（
略
）
 

保
険
料
に
係
る
被
保
険
者
均
等
割
額
に
１
０
分
の
５
を
乗
じ
て
得
た
額
 

(
３
)

当
該
年
度
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
、
前
２
号
の
規
定
に
よ
る
減
額
が
さ
れ
な

い
被
保
険
者
、
そ
の
属

す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
そ
の
属
す
る
世
帯
の
他
の
世

帯
員
で
あ
る
被
保
険
者

に
つ
き
算
定
し
た
地
方
税
法
第
３
１
４
条
の
２
第
１
項

に
規
定
す
る
総
所
得
金

額
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て

計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
の
合
計
額
の
当
該
世
帯
に
お
け
る
合
算
額
が
同
条
第

２
項
第
１
号
に
定
め
る
金
額
（
被
保
険
者
等
の
う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
２

以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
号
に
定
め
る
金
額
に

当
該
給
与
所
得
者
等
の
数

か
ら
１
を
減
じ
た
数
に
１
０
万
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
え
た

金
額
）
に
当

該
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
数
に
５
２
万
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し

た
金
額
を
超
え
な
い
世

帯
に
属
す
る
被
保
険
者
 
当
該
年
度
分
の
保
険

料
に
係

る
被
保
険
者
均
等
割
額
に
１
０
分
の
２
を
乗
じ
て
得
た
額
 

２
・
３
 
（
略
）
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